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５．ポスト第一約束期間に向けた中核的温暖化対策技術の開発・普及の方向性

５-１ 過年度検討における中核的温暖化対策技術の考え方の整理

(1) 第一約束期間における普及拡大に関する考え方（2002～2005 年度検討）

中核的温暖化対策技術検討会では、家庭部門や業務その他部門、運輸部門を主たる対象

として、比較的短期間での普及が可能であり、かつ確実な CO2 削減効果が得られるような

対策技術を選定してきた。中核的温暖化対策技術の抽出選定に当たっては、対象とする技

術の基本的な考え方を整理し、更に具体的な選定のための判断基準を整備して検討を実施

してきたところである（図５-1）。

選定のための判断基準中核的温暖化対策技術の
基本的考え方

Ⅰ．技術的に有効・確実で早期の効果が
見込めること

Ⅱ．ソフトに頼る手法（心がけ対策）では
ないこと

Ⅲ．公平で普及対象が大きいこと

Ⅳ．体系的な普及促進が図れること

Ⅴ．新規対策または対策強化が必要で
あること

フィルタリング１：【対策単体効果の確実性】

① ハード面での対策

② 運用状況・条件によらない不変的効果

③ 技術の性能水準が設定可能

④ 市場コスト水準確保、商品化された技術

⑤ 他の環境対策としての効果

フィルタリング２：【大量普及の可能性】

① 特定ユーザーに限定されない

② 市場が飽和状態ではない

③ 他の温暖化対策と直接競合しない

④ 関連施設・設備への影響が少ない

フィルタリング３：【新規・強化対策の必要性】

① 普及支援措置が未整備

② 政策手段等により早期制約排除が可能

図５-1 中核的温暖化対策技術の基本的考え方と選定のための判断基準

2004 年度の検討において、中核的温暖化対策技術の検討候補を抽出する際の視点につい

て整理した。

A：国の技術開発プロジェクト等において最近実用化された、あるいは実用化の見込みのあ

る技術で、商品化支援等により早期普及の可能性があるもの

B：国の技術開発プロジェクト等によって技術的には確立しているが普及に至っていない技

術で、ビジネスモデルや普及措置の検討による導入の可能性があるもの

C：有識者へのヒアリング等により提案された技術で早期大量普及の可能性があるもの

D：海外において実用化された、あるいは実用化の見込みのある技術で、国内で早期普及の

可能性があるもの

E：一般から提案された技術で、早期大量普及の可能性があるもの
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(2) ポスト第一約束期間に向けた中核的温暖化対策の考え方（2007 年度検討）

2007 年度の検討においては、ポスト第一約束期間に向けた中核的温暖化対策技術の位置

づけの検討整理を行った。従来の考え方（技術単体での導入効果の確実性×市場への大量

普及の可能性）に加えて、1)中長期的なポテンシャルの大きな技術、2)CO2 削減の可視化

により着実な削減に貢献する技術、3)他技術との組み合わせや転用による応用拡大の可能

な技術を対象として加えたところである（図５-2）。

○中核的温暖化対策技術の位置づけ
・短期的（第一約束期間）に大量普及可能な技術
・ハード対策として着実な効果が得られる対策技術

○従来の考え方に加えて・・・
・中長期的な普及ポテンシャルの大きな技術
・着実なCO2削減に貢献する対策技術

・要素技術としての戦略的な応用展開が期待できる技術

京都議定書第一約束期間
（2008～2012年度）の目標達成

ポスト第一約束期間（2013年度～）
における更なるCO2大幅削減

図５-2 ポスト第一約束期間に向けた中核的温暖化対策技術の考え方（2007 年度報告書）

（今後の中核的温暖化対策技術に追加される視点の例（2007 年度報告書からの抜粋））

・中長期的な普及ポテンシャルの大きな技術

→設備や機器の将来的なリプレイスに伴い導入可能な高効率技術等

（例：高効率空調／照明／家電、プラグインハイブリッド自動車等）

・着実な CO2 削減に貢献する技術

→エネルギー利用の可視化や制御、誘導により対策効果を確実にする IT 技術等

（例：HEMS、BEMS、ITS 等）

・要素技術として戦略的な応用展開が期待できる技術

→エネルギー貯蔵・輸送技術や高効率エネルギー転換技術等

（例：高効率二次電池、高効率蓄熱システム、低温熱利用発電／空調システム等）
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５-２ 環境エネルギー技術革新計画を踏まえた中核的温暖化対策技術の方向性について

過年度の本検討会の検討成果及び環境省事業における温暖化対策技術の技術開発・普及

支援に係る取組、並びに環境エネルギー技術革新計画に代表される我が国全体での中長期

的な温暖化対策技術の開発・普及戦略に関する取組や、海外における中長期的な技術開発・

普及施策動向を踏まえて、ポスト第一約束期間における中核的温暖化対策技術の対象技術

の選定方法、並びに選定された対策技術の技術開発・普及施策の検討方法の方向性につい

て整理した。

○ 技術開発・普及の目標に関する考え方

2050 年の温室効果ガス半減の実現を念頭に置いた上で、2020 年までに 1990 年比で温

室効果ガスを 25%削減する我が国のポスト第一約束期間の中期目標（2020 年）達成への

貢献を第一の目的と位置づけ、中核的温暖化対策技術として今後 10 年程度での大量導入

の実現のための技術開発・普及戦略を検討する。

○ 技術選定の考え方

中核的温暖化対策技術の対象としては、引き続き需要サイドの民生（家庭、業務）部門

及び運輸部門に導入される技術を対象としつつ、必要に応じて供給サイドの技術も柔軟に

検討対象として扱う。

2020 年時点での大量普及に向けて、新たな技術要素を含む技術だけでなく、既存の実用

化技術であっても製品改良や低コスト化が有効なものも重視する。

技術革新計画の技術開発の対象分野以外のものについても、2020 年時点の導入ポテンシ

ャルが大きいものや、着実な CO2 削減に貢献するもの、費用対効果に優れるもの、戦略的

な応用展開が期待できるものを重視する。例として、これまで中核的温暖化対策技術とし

てきた太陽熱利用システムや低温熱利用型空調システム等が挙げられる。

環境エネルギー技術革新計画の技術開発対象分野で既に技術開発関連施策が実施され

ているものについても関連施策の実施状況を把握し、2020 年普及のために低コスト化や製

品改良等が必要なものは検討対象に含める。例として、これまで中核的温暖化対策技術と

してきたマンガン系リチウムイオン電池や、LED 等高効率照明、エネルギーマネジメント

システム、家庭用エネルギーマネジメントシステム等が挙げられる。

また、環境エネルギー技術革新計画のベースとなるエネルギー技術戦略マップの動向を

踏まえつつ、市場普及の見通しや海外動向等を加味して対象となる技術の抽出を行う。

単体技術での効果に加えて、スマートグリッド73のような関連業界の壁を越えた技術間

の連携や相乗効果の期待できる分野横断的な技術連携も考慮した上で、個別技術分野の戦

略への反映を図ると共に、複数技術分野を対象とする包括的な戦略についても必要に応じ

て検討する。

73 欧米におけるスマートグリッドの取組概要を参考資料３に示す。
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我が国における取組の余地の大きい熱分野を対象として、建物単位での太陽熱等のグ

リーン熱の利用拡大に関連する技術や、海外にみられるような地域冷暖房システムの熱源

としての未利用熱のネットワーク化等74の技術も重視する。

○ 検討対象領域（施策フェーズ、関連主体）及び検討のアプローチ

2020 年時点での市場での本格的普及を実現する観点から、過年度における検討と同様に、

技術の実用化・製品化から実証、ビジネスモデル開発、一括導入等の初期普及支援、普及

啓発までを検討対象として想定する。

技術開発以降の一連の施策を効果的に連動させるための関係者（メーカー、ユーザー、

インターミディアリ）間の連携のあり方も視野に入れ、技術開発から市場導入までの各段

階における取組方策（地域モデル、主体間連携モデルの検討）を検討する。特に、導入目

標や関連施策動向、市場動向等に関する関係者間の情報共有化や戦略検討における連携に

ついて、４-２(1)に整理した欧州技術プラットフォーム（ETP）等の事例を参考にしつつ、

我が国における手法に関する検討、提案を行う。

技術開発動向や海外での普及動向を踏まえた上で、2020 年における大規模普及の実現が

可能な製品やサービスを想定し、初期需要確保や市場普及支援段階での施策との連動も視

野に入れた上での技術実用化・実証のあり方を検討する。また、我が国の技術を活かして

効果的に世界全体での CO2 削減を推進する観点から、アジア諸国をはじめとする途上国を

主な対象とする海外普及型製品・システムの開発普及も視野に入れた取組についても検討

する。

新たな技術の普及上制約となり得る現行の法規制や普及推進上必要となる法規制の分

析等、対応の制度面の対応についても必要に応じて検討する。具体的には、３-３に整理し

た構造改革特別区域や規制改革会議における規制改善の取組との効率的な連携を図ると共

に、４-２(3)に整理した EU の先導市場イニシアティブ（LMI）等の海外動向も踏まえ、

温暖化対策技術普及に必要となる規制緩和／強化も含めた早期普及のための包括的な施策

パッケージについて提案を行う。

技術の実用化・普及による CO2 削減効果や経済性、費用対効果の分析評価を関係者の連

携のもとで継続的に実施し、結果をシナリオへ反映するスキームを整備する。具体的には、

２-４で整理した技術開発／ビジネスモデル開発事業案件の CO2 削減効果や経済性、費用

対効果の評価の考え方をもとに、国内での評価事例や SETIS 等の海外での評価手法も参

考しつつ、事業者からのフィードバックを得た上で合理的な手法の整備を行う。

各種の技術開発事業やビジネスモデル開発事業、実証導入事業の着実な推進及び事業終

了後の円滑な市場導入拡大を促進する観点から、事業実施事業者に対する包括的なコンサ

ルティングや資金調達支援のあり方を検討する。

特に、中小企業の研究開発への積極的参加を促すため、EU の研究開発ネットワークで

74 未利用熱源のネットワーク的利用例として、コペンハーゲン市の取組事例を参考資料３に示す。
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ある EUREKA による中小企業向けプログラム Eurostar に見られるような、プロジェク

トコーディネーターによる技術情報の提供や他企業との共同研究のコーディネイト、資金

調達に関する助言等の包括的支援75について検討する。また。４-２(5)に整理した EU のリ

スク共有金融ファシリティ（RSFF）による中長期的な融資・債務保証等の海外での支援

スキーム等も参考に、技術開発・普及事業とその後の市場導入を効果的に支援する手法に

ついて、金融機関等とも連携して検討を行う。

温暖化対策技術の市場での自律的普及を促進する観点から、対策技術導入による CO2 削

減量の環境付加価値の証書化やカーボンオフセット利用等による初期費用回収手法の確立

を推進する。特に、太陽熱やバイオマス熱、各種低温未利用熱源に係る熱利用量の計測技

術や、各種省エネ機器設備の導入効果の定量化手法については、これまでの事業成果を活

用しつつ関連する国内の取組との連携の上で標準化された手法の確立へ取り組むともに、

グリーン熱証書や省エネ証書等の制度化に向けた検討を行う。

○ 効率的かつ効果的に対策技術の普及を推進するため施策動向の把握と情報発信の方法

国全体での取組の円滑化や効率化の観点から、環境エネルギー技術革新計画に基づく最

重要政策課題に関連する技術分野での関連府省の施策動向を把握する。その際、３-２(3)

で整理した技術革新計画フォローアップを活用する。また、最重要政策課題の関連技術分

野以外での取組についても、各府省の施策の実施状況や、３-１(3)に整理したような個別

の技術分野を対象として策定される戦略の内容を把握し、技術の選定や普及シナリオの検

討に反映する。

あわせて、地方公共団体における先進的な取組動向を把握し、必要に応じて地方公共団

体との連携や支援についても検討する。

これまでも実施してきた海外における技術開発・普及への取組動向に関する情報収集を

継続的に実施し、関連プロジェクトの実施状況や関連する戦略の策定状況から技術シーズ

及び市場ニーズを把握する。情報収集整理の一環として、先進的なビジネスモデルや普及

施策事例を収集整理し、普及シナリオの検討材料として活用する。その際、他の技術分野

への応用や複数の技術の組み合わせも検討対象とする。

上記の動向把握整理の結果については、２-３に示した取組一覧やマップ等を活用して

データベース化を図り、継続的に情報追加や更新を行う。

上記の中核的温暖化対策技術の方向性について、環境エネルギー技術革新計画の考え方

と比較したものを参考として表５-1 に示す。

75 EUREKA 及び Eurostar については 2008 年度報告書参考資料５－１参照
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表５-1 環境エネルギー技術革新計画の考え方と中核的温暖化対策の方向性の比較

項目 環境エネルギー技術革新計画の考え方 中核的温暖化対策として考えられる方向性

目標と

対象期間

・2050 年を長期目標年次として、2030 年ま

での短中期での既存技術の普及、2030 年

以降の中長期での革新技術の実用化

・2020 年を目標として目標年次における当

該技術の本格的な市場普及の実現

・2020年を2050年への通過点として位置づ

け、2050 年の社会やライフスタイルの将来

像も意識

技術選定

の基準

・我が国の有する世界最高水準の技術の

更なる強化

・新たな技術要素の実用化による飛躍的な

性能の向上や低コスト化による普及の拡

大等が可能な技術

・2020 年時点で国内における着実なCO2 削

減に資する技術

・既存技術の改良や低コスト製品化、他の

技術との組み合わせユニット、ビジネスモ

デルに適したパッケージ化等による市場

競争力の向上が可能な技術

・単体技術だけでなく、他の技術間の連携

による相乗効果も期待できる技術

・費用対効果に優れる技術

技術開発・

普及の枠組

・基礎研究から実用化開発までを技術開

発、実証から市場普及まで普及策と位置

づけ、技術開発は技術分別野、普及策は

施策分類で整理

・特定技術の 2020 年時点での普及に必要

な技術の実用化から実証、市場普及支援

を一体的に検討、普及シナリオとして整理

・削減効果や費用対効果の分析評価の実

施とシナリオへの反映スキームの整備

推進体制 ・研究開発体制の整備、研究開発マネジメ

ントの強化を重視

・研究開発から実証、初期導入への移行を

円滑化するためのユーザーやインターミデ

ィアリ（中間業者）等も参画する普及推進

体制の構築を重視

・特に中小企業を対象とする事業実施のた

めのコンサルティングや円滑な資金調達も

含めた包括的支援の強化

府省間連携 ・技術開発、普及策における不要な重複の

排除

・関係府省、官民の連携の促進

・普及シナリオの円滑な実現の観点から、

関連施策の成果の取り込み活用、必要に

応じて情報提供の実施

参考情報として、各対策技術分野における関係府省の取組状況の一覧を表 5-2 に、各対

策技術の CO2 削減ポテンシャルの試算例の比較を表 5-3 に示す。先に示したように、今後

の中核的温暖化対策技術の検討においては、各対策技術の取組や検討状況に関する情報

を包括的に整理してデータベースとしての活用を図る。
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膜
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太
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陽

光
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電
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術

太
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熱
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用
太

陽
熱

発
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太
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熱
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草
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濃
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燃
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ネ
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燃
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D

F
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プ
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燃
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P
F
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―
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―
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燃
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熱
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熱
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―
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洋
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電
海

洋
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ネ
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発
電

―
―
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力

中
小

規
模

水
力
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電

―
―

未
利

用
エ

ネ
ル

ギ
雪

氷
熱

利
用

―
―

温
度
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ネ
ル
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用

―
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熱
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―

圧
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―
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製
造

ガ
ス

化
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素
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造
―
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体
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分

子
水
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解

―
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世

代
水

分
解

水
素
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造

(高
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水

蒸
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解
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光
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媒
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天
然

ガ
ス

利
用
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然
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体

燃
料
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技

術
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T
L
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術
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然
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世
代
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造

技
術

―
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M

E
)

―
―
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素
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造

☆
革

新
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素
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造
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術

開
発
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科

省
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ル
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タ
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ー
ル
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新
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テ
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産
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光
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光
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潮
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光
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ス
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研
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エ
ネ

ル
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需
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技

術

運
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高
効

率
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燃
機

関
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動
車
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ソ

リ
ン

自
動

車
―

―

デ
ィ

ー
ゼ

ル
自

動
車

―
超

低
硫

黄
軽

油

天
然

ガ
ス

自
動

車
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―

ハ
イ

ブ
リ

ッ
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自
動

車
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ン
ハ

イ
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ド
自

動
車

電
気

自
動

車
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革
新

型
蓄

電
池

先
端

科
学

基
礎

研
究

開
発

事
業

ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

系
ﾘ
ﾁ
ｳ

ﾑ
ｲ
ｵ

ﾝ
電

池
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燃

料
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池
自

動
車
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進
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ジ

ェ
ク

ト
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国

交
省

☆
水

素
貯

蔵
材

料
先

端
基

盤
研

究
事

業
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経

産
省

）
☆

水
素

先
端

科
学

基
礎

研
究

事
業

（
経

産
省

）

水
素

エ
ン

ジ
ン

自
動

車
―

―

高
性

能
鉄

道
高

性
能

鉄
道

高
効

率
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道
車

両
ﾏ
ﾝ
ｶ
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系
ﾘ
ﾁ
ｳ
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ｲ
ｵ

ﾝ
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池

高
性

能
船

舶
高

性
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船
舶

高
効

率
船

舶
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航
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機
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省
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進
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等

研
究

開
発
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省
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☆
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エ

ネ
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維
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合
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開

発
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経
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省
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☆
環

境
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小
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空

機
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エ
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ジ
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研
究

開
発
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経

産
省
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☆

次
世

代
航
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機

用
構
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部

材
創

製
・
加

工
技

術
開

発
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経
産

省
）

☆
海

洋
研

究
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

（
高

効
率

船
舶

の
技

術
開

発
、

国
際

基
準

か
等

を
推

進
す

い
る

総
合

施
策
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（
国

交
省

）

高
性

能
航

空
機

高
性

能
航

空
機

低
燃

費
航

空
機

（
低

騒
音

）
―

☆
国

産
旅

客
機

高
性

能
化

技
術

の
研

究
開

発
、

ク
リ

ー
ン

エ
ン

ジ
ン

技
術

の
研

究
開

発
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文
科

省
）

☆
次

世
代

低
公

害
車

開
発

・
実

用
化

促
進

事
業
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国

交
省

）
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー
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動

車
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燃
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ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

系
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ﾁ
ｳ

ﾑ
ｲ
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ﾝ
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池

☆
次

世
代

蓄
電

池
シ
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テ
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次
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自
動

車
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高
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能
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電
シ
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テ
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技

術
開
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（
経

産
省

）
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民
生

省
エ

ネ
住

宅
・
ビ

ル
高

断
熱

・
者

断
熱

住
宅

・
ビ

ル
―

―

高
気

密
住

宅
・
ビ

ル
省

エ
ネ

住
宅

（
断

熱
材

・
断

熱
ガ

ラ
ス

）
高

反
射

性
・
遮

熱
塗

料
／

建
材

パ
ッ

シ
ブ

住
宅

・
ビ

ル
―

―

高
効

率
空

調
高

効
率

吸
収

式
冷

温
水

機
―

―

高
効

率
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
低

温
熱

利
用

型
空

調
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

超
高

効
率

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

―

高
効

率
給

湯
機

高
効

率
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
給

湯
機

―

高
効

率
給

湯
機

―
―

高
効

率
暖

房
機

器
高

効
率

暖
房

機
器

―
―

高
効

率
厨

房
機

器
高

効
率

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

調
理

器
―

―

高
効

率
IH

調
理

器
―

―

高
効

率
照

明
高

効
率

照
明

次
世

代
照

明
☆

新
照

明
技

術
（
国

交
省

)

省
エ

ネ
型

家
電

・
高

効
率

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

―

業
務

機
器

有
機

E
L
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
―

省
エ

ネ
型

情
報

機
器

・
シ

ス
テ

ム
―

☆
Ｍ
ＩＲ

Ａ
Ｉプ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
次

世
代
低
消
費
電
力
半
導
体

基
盤

技
術

開
発

）
（
経

産
省

大
容

量
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
通

信
・

光
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
通

信
―

☆
次

世
代

高
効

率
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
デ

バ
イ

ス
技

術
開

発
（
経

産
省

）

☆
フ

ォ
ト

ニ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
に

関
す

る
研

究
開

発
（
総

務
省

）

省
エ

ネ
型

冷
凍

冷
蔵

設
備

―

待
機

時
消

費
電

力
削

減
技

術
―

燃
料

電
池

リ
ン

酸
形

燃
料

電
池

(P
A

F
C

)

溶
融

炭
酸

塩
形

燃
料

電
池

(M
C

F
C

)

固
体

酸
化

物
形

燃
料

電
池

 (
S
O

F
C

)

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

タ
ノ

ー
ル

形
燃

料
電

池
(D

M
F
C

)

高
効

率
コ

ー
ジ

ェ
ネ

ガ
ス

・
石

油
エ

ン
ジ

ン
コ

ー
ジ

ェ
ネ

―

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

コ
ー

ジ
ェ

ネ
―

燃
料

電
池

コ
ー

ジ
ェ

ネ
―

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス

高
性

能
デ

バ
イ

ス
S
iデ

バ
イ

ス
―

S
iC

デ
バ

イ
ス

―

窒
化

物
デ

バ
イ

ス
(G

aN
, 
A

IN
)

―

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

デ
バ

イ
ス

―

C
N

T
ト

ラ
ン

ジ
ス

タ
―

省
エ

ネ
L
S
Iシ

ス
テ

ム
―

高
性

能
パ

ワ
エ

レ
高

効
率

イ
ン

バ
ー

タ
―

固
体

高
分

子
形

燃
料

電
池

(P
E
F
C

)

☆
燃

料
電

池
先

端
科

学
研

究
事

業
（
経

産
省

）
【
再

掲
】

☆
セ

ラ
ミ

ッ
ク

リ
ア

ク
タ

ー
開

発
（
経

産
省

）

☆
固

体
高

分
子

型
燃

料
電

池
実

用
化

戦
略

的
技

術
開

発
（
経

産
省

）
【
再

掲
】

低
温

熱
利

用
型

空
調

シ
ス

テ
ム

（
廃

熱
利

用
）

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス

☆
ナ

ノ
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
半

導
体

新
材

料
・
新

構
造

技
術

開
発

（
経

産
省

）
☆

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

戦
略

開
発

・
実

証
事

業
（
経

産
省

）
☆

グ
リ

ー
ン

IT
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
経

産
省

）

省
エ

ネ
家

電
・

情
報

機
器

（
グ

リ
ー

ン
IT

）

☆
次

世
代

大
型

低
消

費
電

力
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
基

盤
技

術
開

発
（
経

産
省

）

☆
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
戦

略
開

発
・
実

証
事

業
（
経

産
省

）

☆
地

球
温

暖
化

対
策

I
C

T
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

事
業

（
総

務
省

）

定
置

用
燃

料
電

池
低

温
熱

利
用

型
空

調
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

（
燃

料
電

池
廃

熱
利

用
）

☆
個

体
酸

化
物

型
燃

料
電

池
シ

ス
テ

ム
要

素
技

術
開

発
（
経

産
省

）
☆

セ
ラ

ミ
ッ

ク
リ

ア
ク

タ
ー

開
発

（
経

産
省

）

☆
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
戦

略
開

発
・
実

証
事

業
（
経

産
省

）
☆

マ
ル

チ
セ

ラ
ミ

ク
ス

膜
診

断
熱

材
料

の
開

発
（
経

産

高
効

率
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ

☆
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
戦

略
開

発
・
実

証
事

業
（
経

産
省

）
☆

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

革
新

技
術

開
発

事
業

（
経

産
省

）

高
効

率
照

明
L
E
D

等
高

効
率

照
明

☆
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
戦

略
開

発
・
実

証
事

業
（
経

産
省

）
☆

有
機

発
光

機
構

を
用

い
た

高
効

率
照

明
の

開
発

（
経

産
省

）
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表
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技
術

開
発

戦
略

マ
ッ

プ
及

び
環

境
エ

ネ
ル

ギ
ー

革
新

技
術

計
画

、
中

核
的

温
暖

化
対

策
技

術
の

対
象

技
術

の
対

応
と

取
組

状
況

の
一

覧

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
革

新
関

連
す

る

個
別

技
術

計
画

上
の

分
類

（
網

掛
け

）
中

核
的

温
暖

化
対

策
技

術
基

礎
研

究
応

用
研

究
実

用
化

実
証

普
及

技
術

戦
略

マ
ッ

プ
の

対
象

技
術

革
新

計
画

に
基

づ
く
取

組
状

況
（
0
8
・
0
9
年

度
）

※

分
類

社
会

シ
ス

テ
ム

先
進

交
通

高
度

道
路

交
通

シ
ス

テ
ム

(I
T
S
)

高
度

道
路

交
通

シ
ス

テ
ム

(I
T
S
)

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

等
支

援
シ

ス
テ

ム
シ

ス
テ

ム
モ

ー
ダ

ル
シ

フ
ト

―
―

エ
ネ

ル
ギ

ー

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
B

E
M

S
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄｼ

ｽ
ﾃ
ﾑ

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

―
新

電
力

供
給

シ
ス

テ
ム

需
要

シ
ス

テ
ム

技
術

―
―

エ
ネ

ル
ギ

ー
貯

蔵
・
輸

送
電

力
貯

蔵
N

as
電

池
―

ニ
ッ

ケ
ル

水
素

電
池

―
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

系
ﾘ
ﾁ
ｳ

ﾑ
ｲ
ｵ

ﾝ
電

池

キ
ャ

パ
シ

タ
―

揚
水

発
電

―
超

電
導

電
力

貯
蔵

―
熱

輸
送

熱
輸

送
シ

ス
テ

ム
―

―
蓄

熱
蓄

熱
シ

ス
テ

ム
―

―
水

素
輸

送
・
供

給
圧

縮
水

素
輸

送
・
供

給
―

液
体

水
素

輸
送

・
供

給
―

水
素

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

―

水
素

ガ
ス

供
給

ス
タ

ン
ド

安
全

対
策

技
術

―

水
素

貯
蔵

無
機

系
・
合

金
系

水
素

貯
蔵

材
料

―
有

機
系

・
合

金
系

水
素

貯
蔵

材
料

―

水
素

貯
蔵

容
器

―

高
性

能
電

力
貯

蔵

☆
次

世
代

蓄
電

シ
ス

テ
ム

実
用

化
戦

略
的

技
術

開
発

（
系

統
連

系
円

滑
化

蓄
電

シ
ス

テ
ム

技
術

開
発

）
(経

産
省

）
☆

革
新

型
蓄

電
池

先
端

科
学

基
礎

研
究

開
発

事
業

（
経

産
省

）
【
再

掲
】

☆
蓄

電
を

組
み

込
ん

だ
住

宅
・
建

築
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
（
国

交
省

）

水
素

貯
蔵

・
輸

送
☆

水
素

製
造

・
輸

送
・
貯

蔵
シ

ス
テ

ム
等

技
術

開
発

（
経

産
省

）

☆
水

素
貯

蔵
材

料
先

端
基

盤
研

究
事

業
（
経

産
省

）
【
再

掲
】

☆
水
素
先
端
科
学
基
礎
研
究
事
業
（
経

産
省

）
【
再

掲
】

☆
エ

ネ
ル

ギ
ー

IT
S
推

進
事

業
（
経

産
省

）
☆

ス
マ

ー
ト

ウ
ェ

イ
の

推
進

（
国

交
省

）

H
E
M

S
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
面

的
利

用
家

庭
用

ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄｼ

ｽ
ﾃ
ﾑ

☆
消

費
エ

ネ
ル

ギ
ー

抑
制

ホ
ー

ム
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
の

研
究

開
発

（
総

務
省

） ☆
次

世
代

高
効

率
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

型
住

宅
シ

ス
テ

ム
技

術
開

発
（
経

産
省

）
☆

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
革

新
技

術
開

発
事

業
（
経

産
省

）
☆

情
報

通
信

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

統
合

技
術

の
研

究
開

発
（
総

務
省

）
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表
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-
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技

術
開

発
戦

略
マ

ッ
プ

及
び

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
革

新
技

術
計

画
、

中
核

的
温

暖
化

対
策

技
術

の
対

象
技

術
の

対
応

と
C

O
2
削

減
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル

革
新

計
画

上
の

中
核

的
対

策
の

導
入

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
そ

の
他

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

C
O

2
削

減
効

果
※

1
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
※

2
試

算
値

(2
0
3
0
年

)※
3

試
算

値
※

4

個
別

技
術

(2
0
3
0
年

）
[万

t-
C

O
2
]

[万
t-

C
O

2
]

[万
t-

C
O

2
]

[万
t-

C
O

2
]

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
技

術

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
／

新
燃

料
（
化

石
燃

料
代

替
）

太
陽

光
発

電
結

晶
S
i太

陽
電

池

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
革

新
計

画
上

の
分

類
（
網

掛
け

）

技
術

戦
略

マ
ッ

プ
に

お
け

る
技

術
分

類
（
(※

)は
本

検
討

に
お

い
て

追
加

し
た

項
目

）

分
類

備
考

（
試

算
条

件
）

関
連

す
る

中
核

的
温

暖
化

対
策

技
術

太
陽

光
発

電
結

晶
太

陽
電

池

薄
膜

S
i太

陽
電

池

化
合

物
結

晶
系

太
陽

電
池

(I
II～

V
族

化
合

物
系

）

薄
膜

C
IS

化
合

物
系

太
陽

電
池

有
機

系
材

料
太

陽
電

池

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
技

術

太
陽

熱
利

用
太

陽
熱

発
電

―
―

―
―

―
―

―

太
陽

熱
利

用
シ

ス
テ

ム
8
3
0

―
3
,8

1
6

2
,0

8
2

太
陽

光
発

電
民

生
用

太
陽

光
発

電
、

非
逆

潮
流

型
系

統
連

系
太

陽
光

発
電

1
,0

0
0
～

3
,0

0
0

中
核

的
対

策
：
全

国
の

戸
建

住
宅

の
半

数
に

3
.7

kW
シ

ス
テ

ム
＋

全
都

道
府

県
に

1
0
M

W
発

電
所

5
カ

所
を

設
置

（
表

2
-
5
2
参

照
）

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
：
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
部

会
に

よ
る

物
理

的
限

界
潜

在
量

の
半

分

太
陽

熱
利

用
シ

ス
テ

ム
―

―
―

8
3
0

―
―

―

風
力

発
電

陸
上

風
力

発
電

―
―

―
―

4
4
9

6
,3

2
0

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
：
風

速
5
m

/
s以

上
の

農
地

・
森

林
・
海

浜
（
自

然
公

園
除

く
、

合
計

5
0
0
万

kW
）

そ
の

他
：
日

本
風

力
発

電
協

会
に

よ
る

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

（
参

考
資

料
参

照
）

洋
上

風
力

発
電

風
力

発
電

（
洋

上
発

電
）

―
～

1
,0

0
0

―
3
,5

5
2

着
床

式
：
2
,8

2
0

浮
体

式
：
3
,7

9
2

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
：
海

岸
線

か
ら

3
km

沖
合

ま
で

の
海

域
に

2
,0

0
0
kW

級
発

電
機

1
,0

0
0
基

（
合

計
2
0
0
万

kW
）
を

設
置

そ
の

他
：
日

本
風

力
発

電
協

会
に

よ
る

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

（
参

考
資

料
参

照
）

バ
イ

オ
マ

ス
バ

イ
オ

マ
ス

燃
料

製
造

バ
イ

オ
マ

ス
資

源
供

給
―

―
―

―
―

―

燃
料

製
造

セ
ル

ロ
ー

ス
系

の
エ

タ
ノ

ー
ル

化
(資

源
作

物
・
木

質
・
草

木
等

）
バ

イ
オ

マ
ス

利
活

用
（
ガ

ソ
リ

ン
代

替
系

）
低

濃
度

バ
イ

オ
エ

タ
ノ

ー
ル

混
合

ガ
ソ

リ
ン

2
,1

8
6

―
―

中
核

的
対

策
：
ガ

ソ
リ

ン
の

全
量

E
1
0
化

及
び

業
務

用
灯

油
・
A

重
油

全
量

を
エ

タ
ノ

ー
ル

3
0
％

混
合

燃
料

化
（
表

2
-
5
2
参

照
）

デ
ィ

ー
ゼ

ル
用

バ
イ

オ
燃

料
―

―
―

―
―

ガ
ス

化
B

T
L
製

造
―

―
―

―
―

メ
タ

ン
発

酵
(下

水
汚

泥
・
畜

糞
・
食

廃
等

W
E
T
系

）
―

バ
イ

オ
ガ

ス
製

造
・
利

用
シ

ス
テ

ム
―

6
3
0
～

9
1
5

―
―

中
核

的
対

策
：
家

畜
糞

尿
、

食
品

廃
棄

物
の

利
用

可
能

分
、

業
務

系
生

ゴ
ミ

利
用

可
能

分
、

下
水

消
化

ガ
ス

未
利

用
分

の
全

量
利

用
（
表

2
-
5
2
参

照
）

石
炭

付
加

バ
イ

オ
マ

ス
燃

料
製

造
技

術
―

―
―

―
―

―
―

水
素

発
酵

1
,0

0
0
～

3
,0

0
0

バ
イ

オ
マ

ス
利

活
用

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

代
替

系
）

水
素

発
酵

―
―

―
―

―
―

―

バ
イ

オ
マ

ス
固

形
燃

料
化

―
―

―
―

―
―

―

バ
イ

オ
マ

ス
・
廃

棄
物

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
ご

み
固

形
燃

料
(R

D
F
)・

古
紙

廃
プ

ラ
固

形
燃

料
(R

P
F
)

―
―

―
―

―
―

―

下
水

汚
泥

炭
化

―
―

―
―

―
―

―

バ
イ

オ
マ

ス
・
廃

棄
物

直
接

燃
焼

―
―

―
―

―
―

―

バ
イ

オ
マ

ス
・
廃

棄
物

ガ
ス

化
発

電
―

バ
イ

オ
ガ

ス
製

造
・
利

用
シ

ス
テ

ム
―

6
3
0
～

9
1
5

(※
再

掲
)

―
―

（
※

再
掲

）
メ

タ
ン

発
酵

の
欄

参
照

バ
イ

オ
利

活
用

技
術

バ
イ

オ
リ

フ
ァ

イ
ナ

リ
バ

イ
オ

利
活

用
技

術
バ

イ
オ

リ
フ

ァ
イ

ナ
リ

ー
―

―
―

―
―

―

地
熱

発
電

地
熱

発
電

―
―

―
―

―
国

立
公

園
内

：
6
,5

4
1

そ
の

他
：
1
,4

6
6

温
泉

熱
：
2
,8

3
5

そ
の

他
：
地

熱
発

電
に

関
す

る
研

究
会

資
料

に
お

け
る

資
源

量
よ

り
試

算
（
参

考
資

料
４

）
参

照

海
洋

エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
海

洋
エ

ネ
ル

ギ
ー

発
電

―
―

―
―

―
―

―

水
力

中
小

規
模

水
力

発
電

―
―

―
―

3
4
3

3
4

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
：
農

業
用

水
利

施
設

、
上

・
工

業
用

水
利

施
設

、
下

水
用

水
利

施
設

へ
全

面
導

入
そ

の
他

：
水

力
発

電
に

関
す

る
研

究
会

報
告

に
お

け
る

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

よ
り

算
出

（
参

考
資

料
４

参
照

）
算

出
（
参

考
資

料
４

参
照

）

未
利

用
雪

氷
熱

利
用

―
―

―
―

―
―

―

エ
ネ

ル
ギ

ー
温

度
差

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
（
地

中
熱

、
河

川
熱

等
）

―
―

―
―

―
―

―

熱
電

変
換

―
―

―
―

―
―

―

圧
電

変
換

―
―

―
―

―
―

―

※
1
 環

境
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

革
新

計
画

に
お

け
る

技
術

評
価

の
2
0
3
0
年

試
算

値
※

2
 試

算
の

条
件

等
に

つ
い

て
は

表
2
-
5
3
参

照
※

3
 平

成
１

６
年

度
第

３
回

地
球

温
暖

化
対

策
技

術
検

討
会

資
料

1
の

試
算

条
件

を
更

新
し

て
再

計
算

し
た

も
の

※
4
 試

算
の

詳
細

に
つ

い
て

は
参

考
資

料
4
参

照
 ※

1
～

※
4
と

も
に

技
術

間
の

重
複

関
係

は
考

慮
し

て
い

な
い

た
め

、
合

算
は

不
可
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表
5
-
３

　
技

術
開

発
戦

略
マ

ッ
プ

及
び

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
革

新
技

術
計

画
、

中
核

的
温

暖
化

対
策

技
術

の
対

象
技

術
の

対
応

と
C

O
2
削

減
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル

革
新

計
画

上
の

中
核

的
対

策
の

導
入

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
そ

の
他

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

C
O

2
削

減
効

果
※

1
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
※

2
試

算
値

(2
0
3
0
年

)※
3

試
算

値
※

4

個
別

技
術

(2
0
3
0
年

）
[万

t-
C

O
2
]

[万
t-

C
O

2
]

[万
t-

C
O

2
]

[万
t-

C
O

2
]

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
革

新
計

画
上

の
分

類
（
網

掛
け

）

技
術

戦
略

マ
ッ

プ
に

お
け

る
技

術
分

類
（
(※

)は
本

検
討

に
お

い
て

追
加

し
た

項
目

）

分
類

備
考

（
試

算
条

件
）

関
連

す
る

中
核

的
温

暖
化

対
策

技
術

水
素

製
造

ガ
ス

化
水

素
製

造
―

固
体

高
分

子
水

電
解

―

次
世

代
水

分
解

水
素

製
造

(高
水

蒸
気

電
解

光
触

媒
）

―
―

―
水

素
製

造
―

（
単

独
で

の
効

果
は

無
）

－
―

(高
温

・
水

蒸
気

電
解

・
光

触
媒

）
―

ア
ル

カ
リ

水
電

解
―

（
※

）
既

存
水

素
既

存
水

素
（
副

生
水

素
、

余
剰

生
産

能
力

）
―

―
―

―
―

6
9
7

そ
の

他
：
産

業
競

争
力

懇
談

会
（
C

O
C

N
）
報

告
書

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
よ

り
算

出
（
参

考
資

料
４

参
照

）

天
然

ガ
ス

天
然

ガ
ス

液
体

燃
料

化
技

術
(G

T
L
)等

―
―

―
―

―
―

―

利
用

技
術

天
然

ガ
ス

か
ら

の
次

世
代

水
素

製
造

技
術

―
―

―
―

―
―

―

ジ
メ

チ
ル

エ
ー

テ
ル

(D
M

E
)

―
―

―
―

―
―

―

エ
ネ

ル
ギ

ー
需

要
技

術

（
単

独
で

の
効

果
は

無
）

エ
ネ

ル
ギ

ー
需

要
技

術

運
輸

高
効

率
内

燃
機

関
自

動
車

ガ
ソ

リ
ン

自
動

車
―

―
―

―
―

―
―

デ
ィ

ー
ゼ

ル
自

動
車

―
超

低
硫

黄
軽

油
―

―
―

－
―

天
然

ガ
ス

自
動

車
―

―
―

―
―

1
1
3

そ
の

他
：
次

世
代

自
動

車
普

及
戦

略
に

お
け

る
2
0
3
0
年

普
及

見
通

し
（
参

考
資

料
４

参
照

）

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

自
動

車
1
,0

1
6

4
2
5
6
～

4
4
1
4

中
核

的
対

策
：
ガ

ソ
リ

ン
車

及
び

ス
ク

ー
タ

ー
、

気
動

車
の

全
面

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

化
建

設
機

械
（
油

圧
シ

ョ
ベ

ル
）
の

全
面

電
動

油
圧

化
（
表

2
-
5
2
）
参

照

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

動
車

プ
ラ

グ
イ

ン
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
自

動
車

4
8
5

電
気

自
動

車
―

5
9
2

そ
の

他
：
次

世
代

自
動

車
普

及
戦

略
に

お
け

る
2
0
3
0
年

普
及

見
通

し
（
参

考
資

料
４

参
照

）

燃
料

電
池

自
動

車
燃

料
電

池
自

動
車

ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

系
ﾘ
ﾁ
ｳ

ﾑ
ｲ
ｵ

ﾝ
電

池
－

―

水
素

エ
ン

ジ
ン

自
動

車
―

―
―

―
―

―
―

高
性

能
鉄

道
高

性
能

鉄
道

高
効

率
鉄

道
車

両
ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

系
ﾘ
ﾁ
ｳ

ﾑ
ｲ
ｵ

ﾝ
電

池
―

（
試

算
無

）
―

―
―

―

高
性

能
船

舶
高

性
能

船
舶

高
効

率
船

舶
―

―
（
試

算
無

）
―

―
―

―

―

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

・
電

気
自

動
車

ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

系
ﾘ
ﾁ
ｳ

ﾑ
ｲ
ｵ

ﾝ
電

池
3
,0

0
0
～

4
,2

5
6
～

4
,4

1
4

(建
設

機
械

用
途

を
含

む
)

化
、

建
設

機
械

（
油

圧
シ

ョ
ベ

ル
）
の

全
面

電
動

油
圧

化
（
表

2
-
5
2
）
参

照
そ

の
他

：
次

世
代

自
動

車
普

及
戦

略
に

お
け

る
2
0
3
0
年

普
及

見
通

し
（
参

考
資

料
４

参
照

）

高
性

能
船

舶
高

性
能

船
舶

高
効

率
船

舶
（
試

算
無

）

高
性

能
航

空
機

高
性

能
航

空
機

低
燃

費
航

空
機

（
低

騒
音

）
―

～
1
,0

0
0

―
―

―
―

産
業

省
エ

ネ
型

次
世

代
コ

ー
ク

ス
製

造
法

―

産
業

プ
ロ

セ
ス

製
鉄

プ
ロ

セ
ス

―

石
油

精
製

プ
ロ

セ
ス

―
―

―

石
油

化
学

プ
ロ

セ
ス

―
―

―

セ
メ

ン
ト

プ
ロ

セ
ス

―
―

―

―
―

水
素

還
元

製
鉄

―
（
試

算
無

）
―

―

セ
メ

ン
ト

プ
セ

ス

製
紙

プ
ロ

セ
ス

―
―

―

非
鉄

金
属

プ
ロ

セ
ス

―
―

―

化
学

素
材

プ
ロ

セ
ス

―
―

―

ガ
ラ

ス
製

造
プ

ロ
セ

ス
―

―
―

組
み

立
て

・
加

工
プ

ロ
セ

ス
―

―
―

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

製
造

プ
ロ

セ
ス

―
―

―

蒸
気

生
成

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

―
―

―
―

―
3
,0

0
0

そ
の

他
：
産

業
競

争
力

懇
談

会
（
C

O
C

N
）
報

告
書

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
よ

り
算

出
（
参

考
資

料
４

参
照

）

～
1
,0

0
0

～
1
,0

0
0

革
新

的
製

造
プ

ロ
セ

ス
～

1
,0

0
0

蒸
気

生
成

ヒ
ト

ポ
ン

プ
―

―
―

―
―

3
,0

0
0

出
（
参

考
資

料
４

参
照

）

高
効

率
工

業
炉

・
ボ

イ
ラ

ー
高

効
率

工
業

炉
・
ボ

イ
ラ

ー
―

―
―

―
―

―
―

コ
プ

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン

コ
プ

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン

―
―

―
―

―
―

―

産
業

間
エ

ネ
ル

ギ
ー

連
携

産
業

間
エ

ネ
ル

ギ
ー

連
携

―
―

―
―

―
―

―

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

高
度

統
合

化
技

術
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
高

度
統

合
化

技
術

―
―

―
―

―
―

―

高
効

率
発

電
機

超
電

導
発

電
機

高
効

率
発

電
機

超
電

導
発

電
機

―
―

―
―

―
―

―

水
素

利
用

水
素

燃
焼

タ
ー

ビ
ン

―
―

―
―

―
―

―

※
1
 環

境
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

革
新

計
画

に
お

け
る

技
術

評
価

の
2
0
3
0
年

試
算

値
※

2
 試

算
の

条
件

等
に

つ
い

て
は

表
2
-
5
3
参

照
※

3
 平

成
１

６
年

度
第

３
回

地
球

温
暖

化
対

策
技

術
検

討
会

資
料

1
の

試
算

条
件

を
更

新
し

て
再

計
算

し
た

も
の

※
4
 試

算
の

詳
細

に
つ

い
て

は
参

考
資

料
4
参

照
 ※

1
～

※
4
と

も
に

技
術

間
の

重
複

関
係

は
考

慮
し

て
い

な
い

た
め

、
合

算
は

不
可

148



表
5
-
３

　
技

術
開

発
戦

略
マ

ッ
プ

及
び

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
革

新
技

術
計

画
、

中
核

的
温

暖
化

対
策

技
術

の
対

象
技

術
の

対
応

と
C

O
2
削

減
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル

革
新

計
画

上
の

中
核

的
対

策
の

導
入

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
そ

の
他

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

C
O

2
削

減
効

果
※

1
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
※

2
試

算
値

(2
0
3
0
年

)※
3

試
算

値
※

4

個
別

技
術

(2
0
3
0
年

）
[万

t-
C

O
2
]

[万
t-

C
O

2
]

[万
t-

C
O

2
]

[万
t-

C
O

2
]

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
革

新
計

画
上

の
分

類
（
網

掛
け

）

技
術

戦
略

マ
ッ

プ
に

お
け

る
技

術
分

類
（
(※

)は
本

検
討

に
お

い
て

追
加

し
た

項
目

）

分
類

備
考

（
試

算
条

件
）

関
連

す
る

中
核

的
温

暖
化

対
策

技
術

民
生

省
エ

ネ
住

宅
・
ビ

ル
高

断
熱

・
遮

熱
熱

住
宅

・
ビ

ル
―

高
反

射
性

・
遮

熱
塗

料
／

建
材

―
6
～

4
8

―

高
気

密
住

宅
・
ビ

ル
省

エ
ネ

住
宅

（
断

熱
材

断
熱

ガ
ラ

ス
）

―
～

1
0
0
0

―
―

1
,2

4
3

中
核

的
対

策
：
全

国
の

戸
建

住
宅

の
う

ち
通

年
効

果
が

得
ら

れ
る

住
宅

（
表

2
-
5
2
参

照
）

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
：
住

宅
・
業

務
系

施
設

を
全

て
断

熱
化

（
1
0
％

負
荷

削
減

）
高

気
密

住
宅

・
ビ

ル
（
断

熱
材

・
断

熱
ガ

ラ
ス

）
―

～
1
,0

0
0

―
―

パ
ッ

シ
ブ

住
宅

・
ビ

ル
―

―
―

―
―

―
―

高
効

率
空

調
高

効
率

吸
収

式
冷

温
水

機
―

―
―

―
―

―
―

高
効

率
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
低

温
熱

利
用

型
空

調
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

1
,0

6
6
～

1
,3

6
9

超
高

効
率

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

―
―

高
効

率
給

湯
機

高
効

率
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
給

湯
機

―
―

高
効

率
給

湯
機

―
―

―
―

―
―

―

2
,6

3
5

高
効

率
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
3
,0

0
0
～

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
：
住

宅
・
業

務
系

施
設

を
全

て
断

熱
化

（
1
0
％

負
荷

削
減

）

中
核

的
対

策
：
全

国
の

業
務

・
商

業
施

設
へ

全
面

導
入

（
表

2
-
5
2
参

照
）

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
：
全

住
宅

及
び

全
業

務
系

施
設

の
空

調
用

H
P

の
高

効
率

化
、

給
湯

用
電

力
機

器
を

H
P

化
（
と

も
に

5
0
%
省

エ
ネ

化
）

そ
の

他
：
産

業
競

争
力

懇
談

会
（
C

O
C

N
）
報

告
書

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
よ

り
算

出
（
参

考
資

料
４

参
照

）

1
0
,0

0
0

高
効

率
給

湯
機

―
―

―
―

―
―

―

高
効

率
暖

房
機

器
高

効
率

暖
房

機
器

―
―

―
―

―
―

―

高
効

率
厨

房
機

器
高

効
率

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

調
理

器
―

―
―

―
―

―
―

高
効

率
IH

調
理

器
―

―
―

―
―

―
―

高
効

率
照

明
高

効
率

照
明

次
世

代
照

明

省
エ

ネ
型

家
電

・
高

効
率

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

―

業
務

機
器

有
機

E
L
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
―

―
7
9
5
～

1
.5

2
4

高
効

率
照

明
L
E
D

等
高

効
率

照
明

～
1
,0

0
0

中
核

的
対

策
：
全

住
宅

の
蛍

光
灯

/
白

熱
灯

と
全

業
務

系
施

設
の

蛍
光

灯
の

L
E
D

切
り

替
え

、
全

街
路

灯
の

無
電

極
ラ

ン
プ

切
り

替
え

（
表

2
-
5
2
参

照
）

―

業
務

機
器

有
機

E
L
デ

ィ
ス

プ
レ

イ

省
エ

ネ
型

情
報

機
器

・
シ

ス
テ

ム
―

大
容

量
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
通

信
・

光
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
通

信
―

省
エ

ネ
型

冷
凍

冷
蔵

設
備

―

待
機

時
消

費
電

力
削

減
技

術
―

燃
料

電
池

リ
ン

酸
形

燃
料

電
池

(P
A

F
C

)

溶
融

炭
酸

塩
形

燃
料

電
池

(M
C

F
C

)

―
―

省
エ

ネ
家

電
・

情
報

機
器

（
グ

リ
ー

ン
IT

）
１

,0
0
0
～

低
温

熱
利

用
型

空
調

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

―
―

固
体

酸
化

物
形

燃
料

電
池

 (
S
O

F
C

)

固
体

高
分

子
形

燃
料

電
池

(P
E
F
C

)

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

タ
ノ

ー
ル

形
燃

料
電

池
(D

M
F
C

)

高
効

率
ガ

ス
・
石

油
エ

ン
ジ

ン
コ

ー
ジ

ェ
ネ

―
―

―
―

―
―

コ
ー

ジ
ェ

ネ
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
コ

ー
ジ

ェ
ネ

―
―

―
―

―
―

燃
料

電
池

コ
ー

ジ
ェ

ネ
―

―
―

―
―

―

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス

―
―

低
温

熱
利

用
型

空
調

シ
ス

テ
ム

（
廃

熱
利

用
）

定
置

用
燃

料
電

池
低

温
熱

利
用

型
空

調
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

（
燃

料
電

池
廃

熱
利

用
）

1
,0

0
0
～

3
,0

0
0

―
―

高
性

能
デ

バ
イ

ス
S
iデ

バ
イ

ス
―

S
iC

デ
バ

イ
ス

―

窒
化

物
デ

バ
イ

ス
(G

aN
, 
A

IN
)

―

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

デ
バ

イ
ス

―

C
N

T
ト

ラ
ン

ジ
ス

タ
―

省
エ

ネ
L
S
Iシ

ス
テ

ム
―

高
性

能
パ

ワ
エ

レ
高

効
率

イ
ン

バ
ー

タ
―

―
―

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
1
,0

0
0
～

3
,0

0
0

―
―

※
1
 環

境
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

革
新

計
画

に
お

け
る

技
術

評
価

の
2
0
3
0
年

試
算

値
※

2
 試

算
の

条
件

等
に

つ
い

て
は

表
2
-
5
3
参

照
※

3
 平

成
１

６
年

度
第

３
回

地
球

温
暖

化
対

策
技

術
検

討
会

資
料

1
の

試
算

条
件

を
更

新
し

て
再

計
算

し
た

も
の

※
4
 試

算
の

詳
細

に
つ

い
て

は
参

考
資

料
4
参

照
 ※

1
～

※
4
と

も
に

技
術

間
の

重
複

関
係

は
考

慮
し

て
い

な
い

た
め

、
合

算
は

不
可
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表
5
-
３

　
技

術
開

発
戦

略
マ

ッ
プ

及
び

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
革

新
技

術
計

画
、

中
核

的
温

暖
化

対
策

技
術

の
対

象
技

術
の

対
応

と
C

O
2
削

減
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル

革
新

計
画

上
の

中
核

的
対

策
の

導
入

中
長

期
ビ

ジ
ョ

ン
そ

の
他

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

C
O

2
削

減
効

果
※

1
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
※

2
試

算
値

(2
0
3
0
年

)※
3

試
算

値
※

4

個
別

技
術

(2
0
3
0
年

）
[万

t-
C

O
2
]

[万
t-

C
O

2
]

[万
t-

C
O

2
]

[万
t-

C
O

2
]

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
技

術
革

新
計

画
上

の
分

類
（
網

掛
け

）

技
術

戦
略

マ
ッ

プ
に

お
け

る
技

術
分

類
（
(※

)は
本

検
討

に
お

い
て

追
加

し
た

項
目

）

分
類

備
考

（
試

算
条

件
）

関
連

す
る

中
核

的
温

暖
化

対
策

技
術

社
会

シ
ス

テ
ム

先
進

交
通

高
度

道
路

交
通

シ
ス

テ
ム

(I
T
S
)

高
度

道
路

交
通

シ
ス

テ
ム

(I
T
S
)

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

等
支

援
シ

ス
テ

ム
―

1
,3

2
3
～

1
,3

2
5

―
―

中
核

的
対

策
：
大

型
貨

物
車

の
半

数
に

外
部

電
源

空
調

、
そ

の
他

全
車

両
に

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

装
置

（
表

2
-
5
2
参

照
）

シ
テ

ム
ダ

シ
ト

シ
ス

テ
ム

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
―

―
―

―
―

―
―

エ
ネ

ル
ギ

ー
H

E
M

S
家

庭
用

ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄｼ

ｽ
ﾃ
ﾑ

1
,2

8
5
～

1
,9

7
6

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
B

E
M

S
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄｼ

ｽ
ﾃ
ﾑ

4
4
7
～

6
5
6

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

―
―

新
電

力
供

給
シ

ス
テ

ム
需

要
シ

ス
テ

ム
技

術
―

―
―

―
―

―
―

エ
ネ

ル
ギ

ー
貯

蔵
・
輸

送

電
力

貯
蔵

N
as

電
池

―

―
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
面

的
利

用
3
,0

0
0
～

中
核

的
対

策
：
全

住
宅

及
び

延
床

面
積

1
万

㎡
以

下
の

業
務

・
商

業
施

設
へ

導
入

（
削

減
率

：
住

宅
8
％

、
業

務
3
％

）
（
表

2
-
5
2
参

照
）

―

ニ
ッ

ケ
ル

水
素

電
池

―

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

系
ﾘ
ﾁ
ｳ

ﾑ
ｲ
ｵ

ﾝ
電

池

キ
ャ

パ
シ

タ
―

揚
水

発
電

―

超
電

導
電

力
貯

蔵
―

熱
輸

送
熱

輸
送

シ
ス

テ
ム

―
―

―
―

―
―

―

蓄
熱

蓄
熱

シ
ス

テ
ム

―
―

―
―

―
―

―

―
―

―
高

性
能

電
力

貯
蔵

―
（
単

独
で

の
効

果
は

無
）

―

水
素

輸
送

・
供

給
圧

縮
水

素
輸

送
・
供

給
―

液
体

水
素

輸
送

・
供

給
―

水
素

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

―

水
素

ガ
ス

供
給

ス
タ

ン
ド

安
全

対
策

技
術

―

水
素

貯
蔵

無
機

系
・
合

金
系

水
素

貯
蔵

材
料

―

有
機

系
・
合

金
系

水
素

貯
蔵

材
料

―

水
素

貯
蔵

容
器

―

―
―

―
水

素
貯

蔵
・
輸

送
―

（
単

独
で

の
効

果
は

無
）

―

※
1
 環

境
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

革
新

計
画

に
お

け
る

技
術

評
価

の
2
0
3
0
年

試
算

値
※

2
 試

算
の

条
件

等
に

つ
い

て
は

表
2
-
5
3
参

照
※

3
 平

成
１

６
年

度
第

３
回

地
球

温
暖

化
対

策
技

術
検

討
会

資
料

1
の

試
算

条
件

を
更

新
し

て
再

計
算

し
た

も
の

※
4
 試

算
の

詳
細

に
つ

い
て

は
参

考
資

料
4
参

照
 ※

1
～

※
4
と

も
に

技
術

間
の

重
複

関
係

は
考

慮
し

て
い

な
い

た
め

、
合

算
は

不
可
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